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平成 27 年 3 月期業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

近の業績の動向等を踏まえ、平成 26 年 5 月 8 日に公表いたしました平成 27 年 3 月期（平成 26 年 4 月 1 日～平

成 27 年 3 月 31 日）の連結業績予想および個別業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせ致します。 

また、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 27 年 3 月期の期末配当金の予想について、本日開催の取締役会において、

下記のとおり修正することを決議いたしましたのでお知らせ致します。 

 

 

記 

 

●業績予想の修正について 

1. 平成 27 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 123,000 4,000 4,000 2,200 49.32

今回修正予想（B） 121,700 4,540 4,870 2,920 65.46

増減額（B－A） △1,300 540 870 720 ―

増減率（％） △1.1 13.5 21.8 32.7 ―

（ご参考）前期実績
（平成 26 年 3 月期） 124,445 4,171 4,471 1,670 37.45

 

2. 平成 27 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 122,000 4,000 4,000 2,200 49.32

今回修正予想（B） 120,500 4,510 4,760 2,840 63.67

増減額（B－A） △1,500 510 760 640 ―

増減率（％） △1.2 12.8 19.0 29.1 ―

（ご参考）前期実績
（平成 26 年 3 月期） 122,966 4,060 4,357 1,599 35.86

 



 

3. 修正の理由 

受注工事高は前回公表の 123,000 百万円から 8,600 百万円増の 131,600 百万円となる見通しです。 

売上高は、前回公表の 123,000 百万円から 1,300 百万円減の 121,700 百万円となる見通しです。 

利益面につきましては、売上高が減少したものの、売上高総利益率の改善を受け、営業利益は前回公表の

4,000 百万円から 540 百万円増の 4,540 百万円となる見通しです。 

経常利益は、営業利益の増加及び為替差益 130 百万円の発生等もあって、前回公表の 4,000 百万円から

870 百万円増の 4,870 百万円となる見通しです。 

当期純利益は、経常利益の増加により、前回公表の 2,200 百万円から 720 百万円増の 2,920 百万円とな

る見通しです。 

業績修正は、おもに連結財務諸表提出会社（当社）の修正によるものです。 

 

（注）上記の業績予想の修正につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、

実際の業績は、業績予想数値と異なる場合があります。 

 

 

●期末配当予想の修正について 

1. 修正内容 

 年間配当金 

第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

前 回 予 想 － － － 8.00 16.00
（平成 26 年 5 月 8 日公表）  
今 回 修 正 予 想 － － － 10.00 18.00

当 期 実 績 － 8.00 －  

前 期 実 績 － 8.00 － 8.00 16.00

 

 

 

2. 配当予想の修正理由 

当社は、利益配当による株主への利益還元を経営上の最重要施策と考え、健全な財務体質の構築に努めるとともに、

安定的かつ継続的な配当を行うことを基本方針としております。 

また、内部留保資金につきましては、先行きの景気の動向や当社を取巻く環境の予測が厳しい状況を考慮し、経営

基盤の強化に使用することとしております。 

平成 27 年３月期の期末配当金は１株当たり 8 円を予定しておりましたが、前期及び当期業績が当初計画を上回る見

込みであることから、特別配当 2 円を加え 10 円に修正することにいたしました。 

なお、本件は本年６月に開催予定の第 86 回定時株主総会の決議をもって正式に決定、実施する予定です。 

 

 

以上 


